
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪文責：2病棟 看護師 佐藤尚子≫ 
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摂食嚥下について
摂食嚥下障害になると・・・

食べる楽しみの低下
生きる楽しみの低下

非経口摂取
食形態を下げる

摂食嚥下機能の低下

誤嚥性肺炎
低栄養・脱水

 

あのTV番組「プロジェクトX」にも特

集された摂食嚥下のエキスパート。

目から鱗！絶対お薦めです。 

小山珠美 編   

医学書院 

参考までに 

「口から食べる」事を支援するために勉強になる一冊です。 

口の健康についてわかりやす

いパンフレットなどが満載！ 

肺炎との関係 
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プロジェクト X にも紹介された

包括的スキル。患者さんを多

角的に評価できる KT バラン

スチャートは必見！ 

小山珠美 編  医学書院 

口腔機能の向上と栄養と運動の関係

それぞれの機能、
状態が綿密に

関連しています

口腔機能

栄養状態運動器の機能

口腔機能、栄養、運動器はそれぞれが深く関わっています。

食べる機能の低下により低
栄養の原因に

栄養不足による筋力低下
転倒・転落、寝たきりの原因に
活動量の低下による食欲不振

筋力の低下により

噛む等の口腔機能
の低下の原因に

肺炎が原因の死亡率は75歳
から急激に上昇します。

食事の前に口腔内の
観察をしましょう！

口腔ケアは肺炎、発熱予防、
誤嚥性肺炎予防に有効です！
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口腔ケアとは 

ＮＳＴミニレクチャー第 39 回  口から食べることを大切に 
今回は看護師の観点から「栄養と摂食嚥下、口腔ケアについて」をお話させていただきます。 

人は歳を重ねると「かむ・飲み込む」という機能も落ちてきます。食事中にむせて食欲がなくなり、低栄養にな

ることも。また、お口のケアも十分にできなくなり、誤嚥性肺炎のリスクも高まります。 

できるだけ経口摂取を維持できるように、最期までその人らしく生き、一口でもおいしいと思って食べること。 

まず、そのためには味わえる口を作ること「口腔ケア」が重要です。 

いま一度、食事の前にも患者さんの口の中をよく観察し、ケアしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考までに
ア、嚥下体操、アセスメントの評価法 etc.

口から食べる幸せを
サポートする包括的スキル

口腔機能アップ！
元気なお口で寝たきり予防
～介護予防従事者向けヒント集～

 

まだまだ蒸し暑い日も続きますので、みなさん体調に気をつけてご自愛下さい。 
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プロジェクト X にも特集され

た患者さんを多角的に評価

できる KT バランスチャート

は必見！ 

小山珠美 編 医学書院 

パンフレットにも活用

できるわかりやすい

冊子です 

「口から食べる」事を支援するために参考になる本をご紹介します。 


